
第 43回日本パラ水泳選手権大会で 

肢体不自由のクラス分けを希望される方へ 

 

今大会のクラス分けは参加標準記録 A を突破して参加される方を対象に実施します。

クラスステイタス L、LR、L 西暦年、JR2026 以前の方はクラス分け受検を希望するこ

とができます。また、連盟より個別に指示がある方はクラス分け受検が必須となります。

下記の受検要件や医学的情報の提出について確認のうえ、エントリー時にクラス分け希

望の意思をお示しください。 

クラス分け受検者数には限りがありますので、オーバーした場合は受検できませんが、

大会には現在のクラスとクラスステイタスで参加可能です。 

受検の可否はエントリ―締め切り後にお知らせいます。希望者が多い場合は①個別に

指示した選手、②L、LR、L西暦年の方、③18歳までの JR202６以前の選手、④19

歳以上の JR202６以前の選手の順に優先します。 

 

【申込時の注意】 

クラス分け受検の可否が申込時点で不明なため、申込時はクラス分け希望欄をチェック

して、ご自分が出場を希望する種目にエントリーをしてください。クラス分け評価に必要な種

目の追加が必要な場合はクラス分け受検が決定した後に調整します。 

クラス分け受検の諸連絡はエントリーシステム（エントリープラス）に入力された申込者の

メールアドレス宛に送付します。当連盟の PC メール「・・・@paraswim2.jp」 のドメインを

受け取れるように設定してください。メールが受信できない場合、手続きが滞りますので、ご

協力をお願いします。 

 



【クラス分けの受検要件】 

①4 泳法が各 25ｍ以上泳げる、かつ 100mS（自由形、背泳ぎ、バタフライ）と

100mSB（平泳ぎ）（SB1～３は 50ｍ平泳ぎ）を完泳できる泳力がある。 

②クラス分けに必要な医学的情報が 10月 30日までに提出できる（後述参照）。 

③大会前日の指定した時間に成人の付き添い方と一緒にクラス分け評価が受けられる。 

④100mS（自由形、背泳ぎ、バタフライのうち 1 種目）と 100mSB（平泳ぎ）（SB1

～３は 50ｍ平泳ぎ）に出場する。（少なくともこれらの種目のうち 1種目において参加標

準記録に達していることが望ましい。） 

上記４点がクラス分けの受検要件となります。 

 

【クラス分けの医学的情報（診断書等）について】 

WPS クラス分け規則に定められた障害があることの証明やクラス分け評価のために医学

的情報が必要となります。医学的情報を拝見後、不足している情報やあらたな情報を請

求する場合がありますので、クラス分け受検をご希望される方はできるだけ早くご準備くださ

い。 

必要な情報は障害によって異なります。詳細は診断書様式に記載しております。診断書

だけでなく障害の根拠を示すレントゲン、MRIなどの画像や、診断特有の検査なども必要で

す。 

 

提出いただいた医学的情報は当連盟の個人情報保護についての取り扱い基本方針に

従ってクラス分けの範囲内で使用します。 

                                                以上 


